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≡ + = 二 二





dX-(LldA+L2dA+L3dA'+L4dt)X, X -∫, (2.1)
を考えよう･ここで tAt),(At),(Al打 は,それぞれ個数過程,消滅過程,生成過程と呼ばれる,
基本的な量子確率過程であり,ホワイ トノイズ表示を用いれば,それぞれ

































































H を任意のヒルベル ト空間とし,その n重対称テンソル積を H壷nで表そう.ノルムは,共














正数列の間に大小関係 < を導入しておくと便利である.2つの正数列 α-(α(n)),β-
(β(n))に対して,























































W ≡ Ta(Ec)⊂Il(Hc)⊂Ta(Ec)*≡ W* (4･2)
を得る･これをCKS空間と呼ぶ.W*×W 上の標準的な複素双線形形式を《･,･》で表す.こ
のとき, (X)









































で定義される関数 含:EcxEcぅCを =のシンボル (指数ベクトルに対する行列成分)と
いう.指数ベクトルは W の中で桐密部分空間を張るので,連続作用素は,シンボルによって
一意的に定まることになる.さらに,次の特徴付け定理は基本的である.







定 理 5･3W ⊂L2(E*,p)⊂W を条件 (Al上(A5)をみたす くα(n))に付随するCKS空間























































=-∑=Ll,ml(Kl"mt), 0≦ lt≦1, mi≧0･乞=1
のように表示されることになる.
(6.1)
定 理 6･2任意の=∈i:lfに対して,Wick指数関数 wexp=はL:(WB｡1(2),T(Hc))で収束す
る･但し,WB｡1(2)は2階級 Bel数列に付随するCKS空間である･
証 明 以下では,W - W Bel(2)と書く･また,= は (6･1)で与えられているものとする･

















- ax･(鋸 三･: ,ll'1.kr誓 'mk,k )･
n≧0, (6･4)







































Iwexp= 2,0(FC)¢ o 庸 -
からわかる.
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をみたす =-=1◇=2∈L:(W,W*)が一意的に存在する.これをもって Wick積 の定義と
する.
さて,初期値問題:






















雷 - Lt◇= , - -I,
の考察を続けるが,(Lt)は,tL+Lt∈L:fなる連続写像とする.このとき,
k















雷 - cl=at･ C2al･=･C3at･=at･ C4=-(clat･C2a恒 3a;at･ C4)◇=, (8･3)
方程式 (8.3)は,Hudson-Parthasarathy型の量子確率微分方程式と同等である.より一般に,
0
雷-∑ (co誹 .cl榊 )◇三 (8･4)n=0
























































































































囲 田崎秀一 :複素固有値問題に基づく非平衡統計力学理論 一複素スペクトル理論,物性研究 60
(1993),ト19.
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